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いたのが，時代がたつにつれて西の要素が縮

小し，それに代わって中国北部とシベリア要

素が増加しているのがよく分かります． 

以下，各動物群ごとに，貝類群集の特徴や生

息環境，それに分布型から明らかになった地

理的広がりなどについて述べます． 

④伊賀動物群Ⅰ 

この動物群は，14属23種からなります．上野

累層から阿山累層下部にかけて存続し，５つ

の貝類群集から構成されています．大山田湖

から阿山湖前期にかけての貝類群集です． 

《イガタニシ群集など５つの貝類群集》 

５つの貝類化石群集は，産出する層準や構成

種に違いがあり，優占する種類を中心にまと

めると，以下のようになります． 

(1)イガタニシ群集 

イガタニシが優占し，上野累層から産出する

イシガイ科の殆どの種類と，ムカシイボカワ

ニナやスズキヒメタニシなどの巻貝も伴って

いる非常に豊富な種類からなる群集です．絶

滅種のイガタニシは，卵形で大型の胎児殻を

もち，湖に適応した種です．これに随伴する

種類は，それらの所属する現生種のすみ場所

や，化石が産出する地層の岩相からみて，湖

や河川の泥質な底の部分に生息していたと考

えられます．上野累層を特徴づけるイガタニ

シ群集は，大山田湖の沿岸帯の中部から下部

にかけての広い水域を占め，大いに繁栄して

いたものと思われます． 

(2)アフリカヒメタニシ群集 

この群集は，絶滅種のスズキヒメタニシによ

って特徴づけられます．アフリカヒメタニシ

属の現生種は，アフリカや東南アジアの熱帯

～亜熱帯に多くの種類が分布し，湖やクリー

クなどの流れの少ない砂や泥の底の部分に生

息します．これらのことから，この群集が川

の流入している湖の沿岸水域に生息していた

こと，また大山田湖が熱帯～亜熱帯の要素を

もっていたことが分かります．大山田粘土層

からは，大型のスッポンやワニ，それに淡水

海綿が産出しますが，これらも熱帯～亜熱帯

要素の一員です． 

(3)オバエボシ群集 

この群集は，オバエボシ属の１種が優占し，

それに数種の二枚貝を伴いますが，巻貝を欠

く点に特徴があります．これらの二枚貝属の

現生種は，いずれも流れのある湖ないし河川

に生息しているので，この群集は，大山田湖

に流入する河川や河口の砂泥底にすんでいた

ものと推定されます． 

(4)マルタニシ―ドブガイ群集 

マルタニシ属の１種とドブガイ属の１種によ

って特徴づけられる群集です．これらの化石

を産出した地層は，陸上植物の葉や小枝の化

石を多く含み，また堆積物の粒子も不揃いな

ので，ごく近いところから堆積物が供給され

ていたことを示しています．マルタニシ属の

現生種や卵形の殻をもつドブガイ属は，水の

流れのない池や沼を好むことから，この群集

は，内陸にある水深１ｍほどの浅い池に生息

していたのだろうと考えられます． 

(5)サナグカタハリタニシ群集 

サナグカタハリタニシが優占する群集で，イ

シガイ科の３種とムカシイボカワニナ，それ

に伊賀累層から産出するマシジミ属の１種を

伴います．マシジミ属の現生種は，河川や湖

の流れのある砂底を好みますから，この群集

は，大山田湖から阿山湖へと移り変わる時期

に，河川の周囲にできていたプールなどに生

息していたと考えられます． 

大山田湖とその周辺水系に生息した５つの貝

類群集の生活場所を模式的に示すと，図４・

７のようになります． 

《亜熱帯要素を含む大陸型湖沼》 

以上の５つの群集をみますと，その中の３つ

の群集がタニシ科の巻貝が優占する群集です．

このように大山田湖の沿岸帯では，タニシの

仲間が大いに繁栄していたわけで，この湖の

沿岸帯には，巻貝が利用できる水生植物や藻

類が豊かに繁茂していたのでしょう． 

島弧としての現在の日本では，富栄養化した

一部の湖沼を除いてはタニシの仲間が優占す

る群集をもつ湖はみられません．しかし中国

など大陸の湖沼では，タニシの仲間が優占す

るのが本来の姿で，それが生態的特徴の１つ

にもなっています．ですから大山田湖は，大

陸型の湖であったことが分かります． 

《大陸南部の貝類が繁栄》 

表４・１で，伊賀動物群Ⅰを構成する種の生

物地理的分布型をみてみると，中国型は，ガ

マノセガイ属，クサビイシガイ属，ハコイシ

ガイ属，チヂミドブガイ属の４属，これに含

まれるのは８種で，その種数は全体の34.8％

にも達しています．これは中国大陸の平野部

で繁栄している仲間の多かったことを示して

います．しかし種のレベルをみると，イガタ

ニシに類似している種が雲南省の鮮新統から

でているのですが，これは別種です． 

次に絶滅型は３属（イガタニシ属，カタハリ

タニシ属，ドブガイ属）で，これは古琵琶湖

層群の５つの動物群の中では最も多い属数で

す．東アジア型は２属（カワニナ属，イシガ

イ属）ですが，種数は６種で全体の26％にお

よびます． 

また本動物群の特徴の１つは，アフリカ－中

国型のアフリカヒメタニシ属と，パラテーチ

ス型のチビイシガイ属が含まれることです．

前者は熱帯～亜熱帯地域との関連性を，後者

は西アジアとの関連性を示します．大陸型は

２属（マルタニシ属，オバエボシ属），世界

型は１属（マシジミ属）です． 

以上のように伊賀動物群Ⅰは，アフリカ，西

アジア，東南アジア，中国の要素からなって

おり，大山田湖では，ユーラシア大陸南部地

域に主分布をもつ貝類が豊かに繁栄していた

ことを物語っています．図４・６に示されて

いるように，古琵琶湖層群の各動物群のなか

では，西方に最も大きな広がりを見せ，北方

要素の最も少ないのがこの動物群です． 

⑤伊賀動物群Ⅱ 

この動物群は，阿山累層上部から甲賀累層に

かけて産出します．湖が深くなった阿山湖に

生息した貝類化石群で，伊賀動物群Ⅰに比べ

ると種数はぐんと少なく７属９種です． 

《ムカシフクレドブガイ》 

この時期には２つの貝類相がみられます．１ 
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つは，大山田湖に生息していた３つの沿岸帯

の群集（イガタニシ群集，オバエボシ群集，

サナグカタハリタニシ群集）です．ただこれ

らのいずれもが，大山田湖のものに比べて種

数はぐんと貧弱になっています．ですから阿

山湖は，沿岸帯が余り発達していない湖であ

ったのでしょう． 

もう１つは，絶滅種のムカシフクレドブガイ

によって特徴づけられるドブガイ群集です．

これは，沿岸帯より沖合の水深の深い湖底の

泥質部に生息した貝類で，随伴する貝類もあ

まり見られません．この時期に限って出現し

ているもので，伊賀動物群Ⅱを代表する群集

です．図４・８は，阿山湖の貝類群集の分布

を模式的に示したものです． 

ムカシフクレドブガイは，大型でふくらみの

ある殻をもち，殻表面に強い褶のあるのが特

徴です．このような褶は，軟らかい泥の中に

沈み込むときに有利に働くとされており，産

出する層相からみても，湖の深部底付近まで

生息した貝類であろうと考えられます． 

またカワニナの仲間にもやや大型の種がみら

れ，現在の琵琶湖のカゴメカワニナに類似し

た生態をしていたように思われます． 

《衰退期の伊賀動物群》 

伊賀動物群Ⅱの種類構成は，前述のように伊

賀動物群Ⅰに比べるとぐんと貧弱になってい

ますが，その生物地理的な分布型でも，８つ

から５つに減ってしまいます．アフリカ－中

国型と世界型が消滅し，中国型は１属２種に

激減します．絶滅型も２属に減り，東アジア

型は２属２種と少なくなっています．大陸型

とパラテーチス型はそれぞれ１属ずつとなっ

ています．このように伊賀動物群Ⅱは，前時

代に繁栄した伊賀動物群Ⅰの衰退期の動物群

にあたります． 

⑥蒲生動物群 

蒲生動物群の時代になると，貝類の種類は一

変します．蒲生動物群は，蒲生累層から産出

する貝類化石群で，蒲生湖沼群の時代に生息

した14属17種からなります．伊賀動物群と共

通する種はなく，この時期に新しく出現した

種だけで構成されています． 

《浅い水域の４つの貝類群集》 

蒲生動物群には，４つの貝類群集が認められ

ますが，いずれも浅い水域に棲むものばかり

です．図４・９に，この時期の貝類群集の分

布モデルを示します． 

(1)カワニナ群集 

ガモウカワニナが優占する群集で，マルタニ

シ属の１種とオバエボシ属の１種を伴います．

ガモウカワニナを産出する堆積物の特徴や，

他の貝類の現生種の生態から，この群集は湖

の沿岸帯上部を占めていたと考えられます． 

(2)プティコリンクス群集 

蒲生累層から最もよく産出する貝類群集で，

ニッポンプティコリンクスが優占し，他にカ

ワニナ属．オバエボシ属，イシガイ属，コビ

ワコドブガイ属，ドブガイ属を伴います． 

プティコリンクス属の現生種は中国の湖や河

川の砂底に生息し，他の貝類の生態からも，

この群集は，湖の沿岸帯の中部を中心に生活

していたものと考えられます． 

(3)クサビイシガイ―ササノハガイ群集 

中粒から細粒の砂層から産出する群集です．

ガモウクサビイシガイとガモウササノハが優

占し，他に数種の二枚貝を伴います．クサビ

イシガイ属は，中国の平野部の湖や河川に多

くの種が生息し，その中でもガモウクサビイ

シガイに似た現生種は，河川や湖の流れのあ

る場所にみられます．またササノハガイ属の

現生種も流れのある環境を好みます．これら

から，この群集は主として河口付近の流れの

ある水域に生息していたと推定できます． 

(4)コビワコカタバリタニシ群集 

絶滅種のコビワコカタバリタニシによって特

徴づけられ，湖の初期の時代を代表する群集

です．コビワコカタバリタニシは，その殻の 

図 4･7－大山田湖の貝類群集の分布 図 4･8－阿山湖(後期)の貝類群集の分布 
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特徴ある形態からサナグカタハリタニシの子

孫と考えられ，祖先種のように川の周囲のプ

ールやクリークを好んだ種類と考えられます．

他に数種の二枚貝類を伴います． 

《主力は中国型と東アジア型》 

蒲生動物群を構成する14属の生物地理的分布

型をみますと，中国型はクサビイシガイ属，

チヂミドブガイ属，オオイシガイ属，プティ

コリンクス属，カワムラガイ属の５属，次い

で東アジア型がカワニナ属，オバエボシ属，

ササノハガイ属の３属．大陸型もマルタニシ

属，イシガイ属，ドブガイ属の３属です．た

だし中国型と東アジア型に含まれる種数は，

本動物群の64.7％も占めており，中国大陸と

のつながりの強さを示しています．同時に東

アジア型の増加しているのが大きな特徴で，

現在の日本の所属している生物地理区の状況

に近づいている様子がうかがわれます． 

伊賀動物群Ⅱの時期まで存続したパラテーチ

ス型は消滅しました．絶滅型としては，コビ

ワコドブガイ属が新たに加わっています． 

また固有型に含まれるドブガイ属の１種，ム

カシオグラヌマガイが初めて現れます．この

貝の系統は，次の堅田累層Ⅰの時代にはキセ

ンドブガイヘ，さらに堅田累層Ⅱの時代には

オグラヌマガイヘとつながり，この貝が琵琶

湖の固有種となって生きています．ですから

この固有型の出現は，現在の琵琶湖の動物群

形成の萌芽とみることができます． 

⑦堅田動物群Ⅰ 

蒲生累層の末期になると，分散していた湖沼

はすっかり埋積されて蒲生動物群は絶滅しま

す．草津累層からは貝類化石は報告されてい

ません．やがて堅田累層の時代になり，堅田

湖が形成されるようになると，再び新しい種

類の貝類が現れてきます．それが堅田動物群

Ⅰです．この動物群は，堅田丘陵の虹ヶ丘粘

土層から比良園粘土層にかけて産出する貝類

化石群で，堅田湖の前半期にあたります．９

属12種からなっています． 

《ナガタニシ群集》 

堅田動物群Ⅰは，単一のナガタニシ群集によ

って代表されます．この群集は，琵琶湖固有

種のナガタニシが優占し，巻貝ではコガシラ

マメタニシとトゲカワニナを伴い，また７種

類の二枚貝を伴います．この二枚貝のなかに

は，琵琶湖固有種のセタイシガイとタテボシ

が含まれます．このように，古琵琶湖層群を

通して初めて確かな現生種が加わっているの

がこの動物群の大きな特徴です． 

ナガタニシは，琵琶湖にだけ分布し，礫・砂 

・泥などの底質に棲み，沿岸帯の2～10ｍの

水底にみられます．コガシラマメタニシは日

本では絶滅していますが，中国では湖沼やク

リークの水生植物の繁る水域に多く生息して

います．またセタイシガイとタテボシは，琵

琶湖の沿岸帯でふつうにみられます．これら

からナガタニシ群集は，水生植物の繁茂する

浅い湖に生息していたと考えられます．また

群集を構成するそれぞれの個体数は，上位の

地層になるほど，つまり時間が経過するにつ

れて次第に増えてきます．このことから，堅

田湖前半期の湖が，徐々に安定した水域に変

わっていることが分かります． 

《北アジア要素の侵入》 

堅田動物群Ⅰを構成する９属の分布型をみる

と，大陸型と東アジア型が３属づつで最も多

く，この両属で全体の66.6％の種数を占めて

います．次いで固有型が２属に増え，種数は

16.8％になっています． 

一方，中国型は１属１種（コガシラマメタニ

シ）に激減します．その内容も，蒲生動物群

の属の多くが滅び，別に新しい１属が加わっ

ています．このように堅田動物群Ⅰでは，北

アジア要素の侵入が目立ち，中国との関連が

薄れ，現在の状況に近づいているのが特徴で

す．しかし新しい絶滅型が１属見られます． 

⑧堅田動物群Ⅱ 

この動物群は，堅田丘陵の堅田累層上部，栗

原互層から佐川粘土層にかけて産出する貝類

化石群で，堅田湖の後半期にあたり，12属23

種からなります．前述のように，堅田湖の前

半期はナガタニシ群集だけが認められ，湖と

しては比較的単調な環境であったのですが，

湖の後半期になると種類数が倍増し，貝類群

集も増えてきます．堅田動物群Ⅱは，種類の

多様化と現生種の飛躍的な増加によって，堅

田動物群Ⅰと区別されます． 

《現生種の多い沿岸帯の３つの貝類群集》 

堅田動物群Ⅱでは，ナガタニシ群集だけでな

く新たに３つの貝類群集がみられます．いず

れも沿岸帯の群集です．図4・10に堅田湖後

半期の貝類群集の分布モデルを示しました． 

(1)カラスガイ－ササノハガイ群集 

カラスガイ属の１種とトンガリササノハが優

占し，他に巻貝類ではカワニナ属の１種，二

枚貝類ではタテボシ，コビワコドブガイ属の

１種，イケチョウガイ，ホンカラスガイがみ

られます．このうち２種が絶滅種，５種が現

生種です．現生種のうち琵琶湖固有種はイケ

チョウガイで，沿岸帯に生息しています．こ

の群集は，堅田湖でも流れのある上部から中

部の沿岸帯を占めていたと思われます． 

(2)ホンカラスガイ－タテボシ群集 

主として栗原互層から佐川粘土層下部にかけ

て産出する貝類化石です．ホンカラスガイと

タテボシが優占し，亜優占種としてオオタニ

シがみられます．他に巻貝類ではナガタニシ

とナカムラカワニナ，二枚貝類ではオバエボ

シ，マツカサガイ，セタイシガイ，オトコタ

テボシ，イシガイ，ササノハガイ，キセンド

ブガイ，マルドブガイ，イケチョウガイを伴

います．このうち絶滅種は２種，現生種は11

種にものぼります．現生種のうち琵琶湖固有

種は７種がみとめられます． 

現生種のホンカラスガイは，中国，朝鮮半島，

日本など東アジアに広く分布し，川・湖・クリ

ークなどの流れのゆるい環境にみられ，沿岸

帯の浅い場所が生活の中心になっています． 

琵琶湖固有種のタテボシは，琵琶湖の沿岸帯

のいろいろな底質でみられますが，とくに泥

底を好むようです．琵琶湖のイシガイ科の二

枚貝の中では，水揚げ量の最も多いのがこの

貝です．現生種のオオタニシは，琵琶湖では

内湖や周辺の小川でみられます．これらのこ

とからこの群集は，内湾的環境の沿岸帯の泥 
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底を中心に生息していたと考えられます． 

(3)オオタニシ－タテボシ群集 

佐川粘土層の中部から上部にかけて産出する

貝類化石群で，オオタニシとタテボシの２種

が優占します．堅田累層のなかでは最も種類

が豊富な群集で，巻貝類は４種，二枚貝類は

18種からなっています． 

巻貝類は，オオタニシ，ナガタニシ，ナカム

ラカワニナ，ハベカワニナの４種．二枚貝類

は，オバエボシ，マツカサガイ，セタイシガ

イ，オトコタテボシ，タテボシ，イシガイ，

ササノハガイ，キセンドブガイ，オグラヌマ

ガイ，タガイ，マルドブガイ，コビワコドブ

ガイ属の１種，イケチョウガイ，ホンカラス

ガイ，カラスガイ属の１種，マシジミ，セタ

シジミ，マシジミ属の１種の計18種です．こ

れらのうち，３種が絶滅種で他は現生種，琵

琶湖固有種は11種にもなります．この群集は，

現在の琵琶湖の沿岸帯の貝類群集と非常によ

く似た内容になっています． 

《中国型の消滅と固有型の増加》 

堅田動物群Ⅱを構成する12属の分布型をみる

と，大陸型が４属（オオタニシ属，イシガイ

属，ドブガイ属，カラスガイ属），東アジア

型が３属（カワニナ属，オバエボシ属，ササ

ノハガイ属）で，両者で７属を占めています．

種数においても本動物群の65.2％が両型に含

まれます．中国型は，堅田動物群Ⅱになると

ついに見られなくなります． 

それに対して，固有型がさらに１属加わって

３属（ナガタニシ属，イケチョウガイ亜属，

ドブガイ属のオグラヌマガイ亜属）に増えて

います．このように，堅田動物群Ⅰにみられ

た傾向がさらに強まり，現在の状況へと一段

と近づいているのが分かります．また，伊賀

動物群Ⅰ以後は見られなかった世界型のマシ

ジミ属が再び現れて，その種類数も３種にの

ぼります．この点でも現在の状況に近づいて

います． 

⑨琵琶湖の貝類相 

《古代湖としての琵琶湖》 

約40万年前になると，吉川さんのお話にあっ

たように琵琶湖周辺には大きな変動が起こり

ます．堅田湖は消滅し，現在の琵琶湖に直接

つながる湖が誕生し，琵琶湖累層が堆積しは

じめます．その後さらに，北部域の沈降にと

もなって湖域が拡大し，現在みるような琵琶

湖がつくられてきます．この間，琵琶湖の水

域は非常な長期間にわたり安定した状態が続

き，その結果，現在の琵琶湖には貝類を含め

非常に豊かな水生生物が棲んでいます．しか

も，ただ生物の種類が豊かであるというだけ

でなく，この湖には，他の水系ではみられな

い特有の生物が豊富に生息します． 

一般に湖の寿命というのは多くの場合，数千

年から数万年のオーダーです．ただ世界の湖

には数十万年を超える寿命のものがいくつか

あり，これらは古代湖（ancient lake）と呼

ばれます．古代湖に共通する特徴は，周囲の

水系に比べて生息する生物の種類数が多く，

しかもそれぞれの湖には特有な種類(固有種)

が豊かに含まれていることです． 

したがってこれらの湖，例えば，琵琶湖，バ

イカル湖，オフリッド湖，タンガニーカ湖な

どには，図４・３で見たように淡水生物の独

立した生物地理区が設定されることになるわ

けです．古代湖には，上記の湖のほかアフリ

カのマラウィ湖，ミャンマーのインレイ湖，

南米のチチカカ湖などがあります．これらの

古代湖については，多くの固有種を含む独自

の生態系の解明や，生物多様性の維持という

今日的課題からも注目されているところです． 

《琵琶湖の貝類》 

琵琶湖の貝類については，すでに江戸時代の

文化元年(1804)に，近江膳所の本多侯の医員

であった渡辺奎輔が「淡海魚譜」を著してい

ます．最初の科学論文では，大正３年(1914)

に，滋賀県水産試験場の技師であった村上秀 

図 4･9－蒲生湖沼群の貝類群集分布 図 4･10－堅田湖の貝類群集の分布 
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二郎による「琵琶湖産貝類」があります．こ

れは，漁業の基本調査のために貝類をしらべ

たもので，10属22種の貝類が記載され，貝類

の分布図(図４・11)も描かれています．この

図は，現在のように湖岸の改変や干拓，湖底

の浚渫などが行われる以前の状況を示してお

り，非常に参考になります． 

また大正５年(1916)には，インド博物館長で

あったイギリス人のトーマス・アナンデール

による「極東旅行での動物学的成果－琵琶湖

の貝類」が出版されます．ここには，琵琶湖

の深部底に生息する貝類群集について詳しく

報告されています．その後，現在まで多くの

研究者によって論文が公表され，貝類の種類

内容についても明らかになってきました． 

琵琶湖は，広く深い水域をもつ北湖と狭く浅

い水域の南湖とからなり，そこには，湾・内

湖・浜・岩礁などの複雑な湖岸地形がみられ

ます．また湖底にも，湖底段丘・湖棚・湖底

谷・水没島などいろいろな地形がみられ，１

つの湖のなかに，じつに様々で多様な環境を

含んでいます．こうした環境は，堅田湖の消

滅後の約40万年の間につくられてきたもので

すが，その多彩な環境に応じて琵琶湖には豊

かな種類の貝類がみられます． 

琵琶湖の貝類は，現在ではほとんど採集でき

なくなった数種類（例えばヒダリマキモノア

ラガイ，カタハガイ，カワネジガイなど）や

移入種の３種を含めると12科57種で，非常に

豊かです．図4･12がその一覧で,これだけ

で日本産非海生貝類の半数近くを占めていま

す．移入種を除いた琵琶湖の貝類は10科23属

54種,このうち巻貝類は6科13属35種，二枚

貝類は４科10属19種となっています． 

《分布型からみた琵琶湖の貝類相》 

これらの種類について，前述の分布型によっ

て生物地理的内容をみますと，東アジア型，

大陸型，固有型，世界型，アフリカ－中国型

の４つと，それに古琵琶湖層群の時代にはな

かった北極型が新しく加わり，５つの分布型

により構成されています(表４・１)． 

最も多いのは東アジア型の７属（カワニナ属，

マメタニシ属，ヒメモノアラガイ属，ヒダリ

マキモノアラガイ属，カワコザラ属，オバエ

ボシ属，ササノハガイ属）と，大陸型の４属

（マルタニシ属，イシガイ属，ドブガイ属，

カラスガイ属）で，両者で11属，種数では全

体の72.2％を占めます． 

次いで多いのは固有型で，これは堅田動物群

Ⅱにさらに１属加わって４属（ナガタニシ属，

オウミガイ亜属，イケチョウガイ属，オグラ

ヌマガイ亜属）に増えています．また世界型

も堅田動物群Ⅱから３属も増え，４属（マシ

ジミ属，モノアラガイ属，ヒラマキガイ属，

ヒラマキガイモドキ属）になっています． 

さらに古琵琶湖の動物群では見られなかった

アジア北部に分布の中心域をもつグループ，

北極型が新たに３属（ミズシタダミ属，マメ

シジミ属，ドブシジミ属）加わります．そし

てアフリカ―中国型のアフリカヒメタニシ属

が再び出現しています．ヒメタニシは，各地

の遺跡から産出が知られていませんので，ご

く最近になって日本列島に入った種である可

能性が高いと考えられます． 

以上のような分布型から，現在の琵琶湖の貝

類相は，堅田動物群Ⅱを土台として，それに

北極型とアフリカ―中国型が加わり，さらに

湖内で生まれた種が付加され，形成されてい

ることが分かります．北極型は，中期更新世

末以降に繰り返し訪れた氷期に侵入し，それ

が残っているのでしょう．固有型の増加は，

湖環境の長期の安定性と環境の多様性によっ

てもたらされたものです． 

⑩固有種の成立 

《固有種出現の３つの段階》 

琵琶湖の貝類は，前述のように10科54種にわ

たりますが，このうち固有種は10科30種（巻

貝類６科20種，二枚貝類４科10種）を占めま

す．図４・12には，固有種に属するものには

赤丸を付し，それぞれの出現時期も記してあ

りますが，これだけでは不充分なので，その

出現の様子を少し詳しくみてみます． 

琵琶湖の固有種は，堅田累層の時代から出現

します．図４・13は，堅田累層のどの層準か

ら固有種が出現するかを調べたもので，図に

見るように固有種の出現時期には３つの段階

が認められます． 

第１段階は，堅田累層最下部の虹ヶ丘粘土層

から産出するもので，タニシ科のナガタニシ，

イシガイ科のセタイシガイとタテボシです．

この３種が最も古い時期に出現します． 

第２段階は，堅田累層上部の栗原互層から佐

川粘土層の時期に出現するグループで，カワ

ニナ科のハベカワニナ，イシガイ科のオトコ

タテボシ，ササノハガイ，イケチョウガイ，

マルドブガイ，オグラヌマガイ，それにシジ

ミガイ科のセタシジミの合計７種です． 

つまり，現在の琵琶湖の沿岸帯に生息するイ

シガイ科の二枚貝類とタニシ科の巻貝類につ

いては，この段階で固有種がすべて出現して

いるのです（ついでに付け加えますと，琵琶

湖のイシガイ科の二枚貝類は，ニセマツカサ

ガイの１種を除き，他のすべてが堅田湖に生

息した種からなっています．現在の琵琶湖の

沿岸帯に生息する貝類群集は，堅田湖のもの

が引き続いているわけです）． 

第３段階は，堅田湖が消滅した後の新しく琵

琶湖が形成されてくる時代，琵琶湖累層の時

代に出現するものです．つまり，約40万年前

以降に加わった一番新しいグループです． 

この時期にはカワニナ科ではビワカワニナ亜

属で15種という多様な種が出現しています． 

そのほかモノアラガイ科のオウミガイ，ヒラ

マキガイ科のカドヒラマキガイ，それに北極

型要素を含む３種（ミズシタダミ科のビワコ

ミズシタダミ，マメシジミ科のカワムラマメ

シジミとビワコドブシジミ）の合計20種が出

現します． 

琵琶湖の固有種を種類別にみると最も多いの

はカワニナ科の16種ですが，このうちの15種

までがいま述べたように第３段階に出現しま

す．この15種は，約40万年前以降に琵琶湖に

侵入したか，あるいはすでに湖内に棲んでい

た種から分化し，新たに種の形成が行われた

かのどちらかです．ボーリングコアや堅田累

層から発見されたカワニナ類の種から考える
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と，湖内分化が有力のように思われます． 

《古期固有種と初期固有種》 

固有という用語には，初期固有(neoendemic)

と古期固有（paleoendemic）という２つの

内容の異なる要素が含まれます．初期固有種

というのは，新しい時代（現代に近い）に種

の形成が行われたものを指しており，地史的

にみた場合，琵琶湖の固有種では，第３段階

のグループが初期固有種にあたります． 

一方，古期固有種というのは，古い過去の時

代に広く分布していた種が，今日では，ある

限定された地域だけに生息するものを指しま

す．ですから，遺存固有種(epibiotic)とも

呼ばれます．琵琶湖の固有種では，第１・第

２段階の堅田動物群から出現した両グループ

がこれに相当し，固有種の３分の１にあたる

10種がこれに含まれます． 

例えば第１段階のものでは，セタイシガイに

ついて見ますと，この貝は，西の方では明石

市の大阪層群明石累層(前期更新世)から類似

の化石が報告されています．また東の方では

濃尾平野地下の海部累層(中期更新世)からこ

の化石が産出しています．このように前期更

新世から中期更新世にかけては，セタイシガ

イは琵琶湖の東西に広く分布していたのです

が，それが今日では，琵琶湖だけにしか分布

しないのです．つまりセタイシガイは，遺存

固有種ということです．この貝は，中国大陸

に生息したグループから分化したものと考え

られています． 

また，第２段階の例としてイケチョウガイを

見ますと，この貝の最も古い記録は，日本で

は明石市の大阪層群（前期更新世）産出のも

のです．中期更新世になると，京都市の大阪

層群と静岡県掛川市の小笠層群から産出して

おり，さらに完新世になると大阪市の沖積層

から産出しています． 

以上の資料から推定しますと，この貝は，前

期更新世の頃，西方から瀬戸内地域に分布を

広げ，中期更新世になると東海地方へ東進し

ますが，後期更新世には現在の琵琶湖とその

流下水系に分布を縮小したと考えられます． 

図4･11－琵琶湖の主要貝類漁場図 <村上秀二郎｢琵琶湖産貝類｣1914による(一部を着色)>
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そして現在は，絶滅の危機にさらされていま

す．この過程は，遺存固有種が辿る典型的な

コースともいえるものです．このグループも，

おそらく種の起源は大陸にあるのでしょう．

これからは，中国大陸の現生種や化石種とあ

わせて検討していくことが重要になってきて

いると思います． 

第３段階の初期固有種は，琵琶湖の固有種の

３分の２にあたる20種がこれに含まれます．

その中の代表は何といっても，15種という多

様な固有種を出現させているカワニナ類です．

このカワニナ類の出現については，堅田湖に

生息していた古期固有種を祖先にして多数が

種分化を起こしたのか，あるいは一部は大陸

からの再度の分散・拡散によって新しく湖に

加わったものなのか，その辺の問題はまだ解

明されていません．しかし，種の爆発的な多

様化の様子からは，堅田湖に生息した古期固

有種のハベカワニナなどから種分化したよう

にも思えます． 

⑪軟体動物群の４つの絶滅期 

最後に，古琵琶湖層群でみられる非海生軟体

動物群(淡水生貝類群)の絶滅期の問題に簡単

に触れておきます．これまで述べてきました

ように古琵琶湖層群の貝類群には，５つの動

物群が順次出現しています．この場合，琵琶

湖累層まで含めますと，古い動物群が絶滅し，

新しい動物群が現れて，動物群の交替する時

期が４つみられます．それらの絶滅期は，さ

きに触れましたように図４・４に，第１～第

４の絶滅事変として矢印で示しました． 

古琵琶湖での最初の事変は，伊賀動物群Ⅰか

ら伊賀動物群Ⅱへと交替する時期にみられま

す．このときには，両者の種類組成が完全に

入れ替わるのではなく，古い動物群が大きく

衰退し，新しい動物群はわずかな種類しか誕

生していませんが，その境の時期は，阿山累

層下部にはさまれる高峰火山灰層の層準にあ

たっています． 

吉川さんの示した層序（図1･1）で古地磁気

層序をみますと，この層準はガウスクロン（ガ

ウス正磁極期）の中に現れる逆帯磁の時期に 

図 4･12－琵琶湖とその流下水系の貝類 



   

 

URBAN KUBOTA NO.37｜31 

あたります．花粉化石の資料からは，この時

期は温暖な気候が続くなかで，それを断ち切

るかのように寒冷な気候がはさまれることが

知られており，この気候の寒冷化とともに動

物群の交替が生じているわけです． 

湖や川のように，浅く，閉ざされた水域を生

活の場としている淡水生貝類にとっては，気

候変化に伴う環境の変容は，非常に強い影響

を及ぼします．ですからこの事変は，ローカ

ルな点では，前述したように阿山湖そのもの

の水深が深くなり，沿岸帯が縮小するという

時期に生じているわけですが，グローバルな

面から見ると，気候の寒冷化という大きな変

化を背景として，この事変が起きていること

が分かります． 

第２の絶滅は，甲賀累層と蒲生累層の境界で

生じます．このときには，熱帯～亜帯要素を

ふくむ伊賀動物群がすべて絶滅し，新しい種

類からなる蒲生動物群に交替したもので，こ

れは，古琵琶湖層群でみられる一級クラスの

絶滅です．古地磁気層序をみますと，この時

期は，ガウスクロン（ガウス正磁極期）から

マツヤマクロン（松山逆磁極期）への境界に

あたっており，この地磁気の転換期にも，氷

河の発達など世界的に気候の寒冷化の傾向が 

あらわれています． 

ヒマラヤ南麓のシワリク層は，大型哺乳動物

化石を多産することで有名ですが，この古地

磁気の転換期には，動物相が顕著に変化して

いることが報告されています．ですから，同

じ時期に生じた古琵琶湖における動物相の交

替も，やはりグローバルな事件を背景に起こ

っていることが分かります． 

第３番目の絶滅は，蒲生累層の上部で発生し

ています．ただしこの事変では，第１・第２

の絶滅期とは違って，絶滅の同時性はみられ

ません．蒲生累層の湖沼群は，蒲生累層末期

になると粗粒堆積物によって徐々に埋め立て

られていきますが，そのときに湖に生息しに

くくなった種から順番に絶滅していったもの

と思われます． 

蒲生の湖を埋め立てた粗粒堆積物は，堆積物

の内容から，東方の鈴鹿山脈側から供給され

たと推定されています．その後，草津累層の

時代には湖はみられませんから，この時期の

絶滅の主因は，ローカルな地殻変動にあった

と考えられます．ただこの時期もまた，鮮新

世末期から前期更新世へと移り変わる頃にあ

たっており，寒冷化がこの絶滅に追い打ちを

かけていたのでしょう． 

第４番目の絶滅は，堅田累層と伊香立累層と

の境界で生じています．堅田動物群Ⅱは，現

在の琵琶湖の沿岸帯に生息する貝類に非常に

よく似た内容ですが，完全に一致しているわ

けではありません．堅田動物群Ⅱの貝類のう

ち６種類が存続せず，またこの動物群が滅ん

だあとは，新しい種類が加わった別の動物群

が生まれているからです． 

この時期の絶滅と新しい種類の出現は，堅田

湖の消滅と新しい琵琶湖の誕生にともなって

発生したもので，その主因は，従来から「六

甲変動の最盛期」と呼ばれている地殻変動で

す．湖底下の基盤に大きな割れ目が発生し，

新しく生まれた湖盆の成長とともに湖は発展

し，湖に多様な環境をつくりだします．この

変動の上に，グローバルな氷期・間氷期の気

候変化が加わり，さらにそれに伴う大陸と日

本列島との離合の繰り返しのなかで，琵琶湖

を中心とした水系では現在の貝類相が形成さ

れます．古琵琶湖の貝類は，絶滅と新しい種

の進出，それに湖内での種分化が組み合わさ

って形成されてきたといえましょう． 

図 4･13－琵琶湖貝類の固有種の出現時期 


